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議 決のあらまし

OKAYAMA CITY COUNCIL GIKAI-STYLE
議決のあらまし

○国民健康保険の子どもにかかる均等割保険料（税）減免措置の導入を求める意見書
○被災者生活再建支援制度の抜本的拡充を求める意見書

●● 可決した意見書 ●● 

　令和元年11月定例市議会に市長が提案した議案は、追加上程を含め53件（予算案10件、条例案11件、
その他32件）で、すべての議案を全会一致で原案可決・同意しました。
　これにより、補正予算額は、一般会計2,117万円余の増額、特別会計６億4,822万円余の増額、事業
会計2,089万円余の減額となり、予算総額は、5,944億9,271万円余となりました。
　また、議員提案の「岡山市立放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例」の制定については、賛成
少数で否決しました。

採択した陳情（６件）
○陳情第18号　国民健康保険の子どもにかかる均等
　割保険料（税）減免措置の導入を求める国への意見
　書の提出について
○陳情第19号　土砂の搬入や土石の堆積を規制する
　条例の制定を求めることについて
○陳情第20号　福祉交流プラザへのエレベーター設
　置を求めることについて

○陳情第22号　被災者生活再建支援制度の拡充を求
　める意見書の提出について
○陳情第23号　路上喫煙制限指定区域の拡張変更を
　求めることについて
○陳情第26号　岡山市民間保育士等処遇改善事業補
　助金の延長と増額を求めることについて
不採択とした陳情（３件）
○陳情第15号　　○陳情第16号　　〇陳情第17号

●● 陳情の結果 ●● 

議 決のあらまし

●● 可決した主な議案 ●● 議決結果は市議会ホームページに掲載しています。

詳しくは市議会ホームページに掲載しています。

●● 平成30年度決算等 ●● 

条
　
　
例

そ
の
他

■岡山市消防団員の定員、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例の制定
　消防団員の任用時における年齢の上限の撤廃や分団長等の定年年齢の引き上げ等を行う。
■岡山市無料低額宿泊所の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定
　社会福祉法の一部改正に伴い、生計困難者のために、無料または低額な料金で簡易住宅を貸し付け、
　または宿泊所その他の施設を利用させる事業を行う施設の設備及び運営に関する基準を定める。
■岡山市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定
　災害弔慰金の支給等に関する法律等の一部改正に伴い、災害援護資金の貸し付けを受けた者で、償還
　金の支払いが困難である場合は支払い猶予を可能とし、破産の場合は死亡・重度障害と同様に免除す
　る。また、免除等のため、市に資産・収入を調査する権限を付与するなど。

■岡山市・御津町・灘崎町　新市建設計画の変更
　引き続き合併特例債を有効に活用して、新市建設計画に掲げる事業を着実に推進するため、計画期間
　を令和６年度までに延長する。

 ９月定例市議会で提案され継続審査となっていた、平成30年度の一般会計、11特別会計、５企業会計の
計17件の決算及び企業会計決算に付随する３件の剰余金処分議案のうち、一般会計など３件の決算につ
いては一部の議員から反対がありましたが、いずれも賛成多数で認定し、その他については全会一致で認
定・原案可決しました。

 総務委員会  市民・産業委員会

 都市・環境委員会

 子ども・文教委員会

 保健福祉・協働委員会

　岡山市消防団員の定員、給与、
服務等に関する条例の一部を改
正する条例の制定ほか６件の議
案が付託され、全会一致で原案
のとおり可決並びに同意すべき
ものと決定した。

■要介護認定調査業務を
指定市町村事務受託法人に委託
委員●令和２年度から調査を法
人に委託するが、市の関与が弱
まるのではないか。
市●法人に対しては、研修や指
導を通じて調査の質の向上や調
査員の確保など、今後も適切な
調査ができるよう市の考え方を
しっかりと伝えるとともに、協
議の場を定期的に設けることも
考えていきたい。
委員●調査員の報酬は調査件数
の実績に応じた能率給を想定し
ているが、１件１件がおろそか
になる懸念があり、固定給がふ
さわしいのではないか。
市●認定調査業務は月初めに調
査が集中するため、勤務時間に
柔軟性を持たせた働き方が適し
ていることから、能率給が支給
可能な方法として、法人への委
託を選択した。
－委員から、要介護認定までに
時間がかかることや認定区分に
ついて市民の相談を受けること
がある。時間がかかる要因の把
握や改善に向けた体制整備を可
能な限り行うとともに、法人へ
の指導も行いながら事業を進め
てほしい等の要望があった－

■身近にスポーツを楽しむこと
のできる環境整備
－安全なスポーツ施設を持続的
に提供できるよう個別施設計画
（スポーツ施設）を策定－
　複数の委員から、人口減少社
会を見据えたまちづくりが求め
られている。青少年の健全育成
や地域社会の再生といった、ま
ちづくりの基幹的な施設として
スポーツ施設を整備していくと
いう視点を持ってもらいたい。
計画に記載があるように、状況
の変化があった場合は適宜見直
しをし、委員会にも報告しても
らいたい、などの意見や要望が
あった。

■岡山市・玉野市・久米南町の
ごみ広域処理施設の整備
委員●本市では剪定後の枝をご
みとして出す場合、長さ60㎝
以下、直径12㎝以下に切らな
いといけないが、他市のごみ処
理施設では破砕機があり、大き
さを気にせず出しても問題ない
事例がある。最先端の広域処理
施設になっても枝を小さく切ら
ないといけないのか。
市●本市には岡南環境センター、
東部クリーンセンター、当新田
環境センターの３焼却施設があ
るが、当新田環境センターには
破砕機もなく、焼却炉では大き
なごみをそのまま受け入れるこ
とができない。また、ごみは搬
入調整により３施設それぞれに
振り分けられるため、統一した

基準で受け入れる必要があり、
今のところは難しい。
委員●大きなまま持ち込める施
設があってもよいのではないか。
市●地元の意見も伺いながら、
市民にとってよりよいものをつ
くっていきたい。今よりも利便
性が低下してはいけないので、
広域処理施設については破砕機
の設置など、前向きに考えてい
きたい。

■財源確保についてさまざまな
角度から国と協議を求める
－平成30年度から令和元年度
に繰り越した、全小学校に空調
設備を整備する予算について、
２年度に工事を完工するため
※１債務負担行為を設定する。
理由は、平成30年７月豪雨災
害と、昨今の小学生の熱中症の
事故を受けて、全国の自治体で
空調設備の整備が重なったこと
が影響し、人手不足による入札
不調が続いたため－
委員●国の補助金を活用するも
のなので、２年度への※２事故
繰越しができなかった場合に、
一般会計で持ち出す金額は。
市●実際の契約額に対して持ち
出し額は変わると思うが、約１
億円を見込んでいる。
委員●災害の復旧・復興による
業者の人手不足の影響で空調設
備等の工事に支障を来すのであ
れば、国が事故繰越しを認めな
ければならない。１億円くらい
なら仕方がないだろうとはなら
ないと思う。さまざまな角度か
ら手段を講じてもらいたい。

審査等の過程で特に議論となった点について、
委員長報告の要旨を掲載常 任委員会審査から 全文は市議会ホームページに掲載しています。

常任委員会審査から

用語解説 ※１【債務負担行為】
複数年度にわたる事業で、あらかじめ後の
年度の債務を予算で決めておくこと

用語解説 ※２【事故繰越し】
歳出予算の経費のうち、支出負担行為（支出の原因となる契約、補助金等の交付決定など）
を行った後に、暴風、洪水、地震等の異常な自然現象など避け難い事故のため、その年度内
で支出が終わらなかった場合に予算を繰り越すもの


